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 はじける笑顔
（中条東保育園）

６月会議 市街地に誘導案内看板を設置� ２P
クローズアップ 消防ポンプ自動車３台を更新� ４P
委員会審議　地域ブランド認証マークが決定 � ５P

いっぱん質問　新教育長の所信を問うなど　９人が登壇� ９P
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６
月
会
議
を
６
日
か
ら
13
日
ま
で
の
会
議
期
間
で
開
催
し
た
。

　
初
日
に
一
般
会
計
補
正
予
算
、
条
例
の
改
正
な
ど
を
含
む
議
案
８
件
、
承
認
12
件
が
提
出
さ
れ
、
引
き
続
き
町
政
全

般
に
つ
い
て
９
人
が
一
般
質
問
を
行
っ
た
。

　
議
案
は
、
各
常
任
委
員
会
審
議
を
経
て
全
議
案
を
可
決
、
請
願
１
件
を
採
択
、
３
件
を
不
採
択
と
し
、
意
見
書
２
件

を
可
決
し
た
。

　
続
い
て
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
、
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て
同
意
し
た
。

れ
き
し
る
、
ま
ち
な
か
科
学
館
、
科
学
の
小
径

�
市
街
地
を
周
遊

�

案
内
看
板
を
設
置

１
４
５
万
円
計
上

街
地
に
あ
る
、
津

幡
ふ
る
さ
と
歴
史

館
「
れ
き
し
る
」

と
ま
ち
な
か
科
学
館
、
ふ
れ

あ
い
広
場
の
科
学
の
小
径
を

周
遊
で
き
る
よ
う
、
誘
導
案

内
看
板
を
11
か
所
に
設
置
す

る
。

　

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
、
多
く
の
方
に
訪
れ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
読
み
や
す

く
分
か
り
や
す
い
看
板
を
作

成
す
る
。

市
四ツ角津　幡

津幡北

清水南

●津幡小学校●津幡小学校

まちなか
科学館　●

　●
津幡ふるさと
歴史館

科学の
小径　●

●まちなか
　　科学館
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一般会計補正予算

６７２５万円を可決
（賛成13人・反対１人）　

一般会計総額１２７億３２５万円に

▲街中巡りを楽しもう！

人 事
固
定
資
産
評
価

 

審
査
委
員
会
委
員

　
（
平
成
28
年
６
月
27
日
～

�

31
年
６
月
26
日
）

　
　
　

田
川　

俊
範�

氏

�

（
北
中
条
）

�

再
任

人
権
擁
護
委
員

　
（
平
成
28
年
10
月
１
日
～

�

31
年
９
月
30
日
）

　
　
　

田
中　

郁
子�

氏

�

（
刈
安
）

�

再
任

�

（
以
上
、
全
員
賛
成
）

選
任
さ
れ
た
委
員

●津幡ふるさと
　歴史館

●科学の小径
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
伴
う

�

電
算
シ
ス
テ
ム
を
整
備

６
３
１
万
円

こんなことに使われます

クローズアップクローズアップ６月補正予算で新たに行われる事業など、
一部を紹介します。

　

平
成
26
、
27
年
度
に
引
き
続
き
、
国

の
補
助
を
受
け
て
現
行
の
基
幹
業
務
シ

ス
テ
ム
の
整
備
を
行
う
。

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

�

３
台
を
更
新 

３
３
６
９
万
円

　

中
条
、
井
上
、

倉
見
の
各
分
団
で

使
用
し
て
い
る
消

防
ポ
ン
プ
自
動
車

が
経
年
劣
化
し
た

た
め
更
新
す
る
。

討
論

反
対

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
個

人
情
報
漏
え
い
、
国
に
よ
る

監
視
の
危
険
性
、
今
後
の
利

用
範
囲
の
拡
大
な
ど
の
不
安

を
強
く
感
じ
る
の
で
、
認
め

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

�

塩
谷　

道
子�

議
員

▲東側から見た
津幡駅　　

一般会計
補正予算

2251万円を可決（全員賛成）
　一般会計総額136億4291万円に

　
３
月
28
日
に
３
月
第
２
回
会
議

を
開
催
し
た
。
平
成
27
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
の
議
案
１
件
が
提

出
さ
れ
、
常
任
委
員
会
審
議
を
経

て
可
決
し
た
。

○
津
幡
駅
周
辺
及
び
東
部
地

区
ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想

調
査
費　

�

１
１
０
０
万
円

　
　

駅
東
口
・
新
駅
整
備
を

含
め
、
民
間
活
力
に
よ
る

定
住
基
盤
整
備
な
ど
、
拠

点
づ
く
り
の
た
め
の
調
査

を
行
う
。

○
地
域
の
福
祉
拠
点
づ
く
り

活
性
化
事
業
委
託
料

�

１
０
７
１
万
円

　
　

町
内
７
地
区
に
お
い
て

町
社
会
福
祉
協
議
会
と
既

存
の
地
区
組
織
か
ら
発
展

さ
せ
た
組
織
が
協
働
し
、

地
域
生
活
総
合
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）
の
設
置
に
向
け

た
委
託
料
。

一億総活躍社会の実現へ
� 国の交付金を活用

町
道
太
田
領
家
線

�

道
路
補
修
事
業 

１
０
５
１
万
円

　

道
路
施
設
総
点
検
の
結

果
、
町
道
太
田
領
家
線
の

舗
装
損
傷
が
激
し
い
こ
と

が
分
か
っ
た
。
利
用
者
の

安
全
確
保
を
図
る
た
め
、

国
の
交
付
金
を
活
用
し
、

道
路
の
補
修
工
事
を
行
う
。

　

平
成
28
年
度
は
２
１
０

ｍ
の
う
ち
80
ｍ
を
補
修
す

る
。

　

言
語
聴
覚
士
を
新
た
に
採
用
し
た
こ
と
に
伴

い
、
医
療
等
業
務
手
当
を
支
給
す
る
職
種
に
追

加
す
る
。

　

聞
く
、
話
す
こ
と
に
関
す
る
こ
と
や
高
齢
者

の
嚥
下
障
害
の
リ
ハ
ビ
リ
の
手
助
け
な
ど
、
言

語
聴
覚
士
の
活
躍
の
場
は
多
い
。

 
言
語
聴
覚
士
を

�
河
北
中
央
病
院
に

３月第２回会議３月第２回会議３月第２回会議

▶
井
上
の
荘
付
近

正
改
例
条
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サ
ン
ラ
イ
フ
津
幡

�

ラ
ン
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
を
更
新
-交流経済課-

委員会
審　議

　
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
推
進

�

認
証
マ
ー
ク
を
決
定
-総 務 課-

　
マ
ー
ク
を
デ
ザ
イ
ン
し
た

の
は
。

　
石
川
工
業
高
等
専
門
学
校

の
学
生
に
依
頼
し
、
デ
ザ

イ
ン
し
て
も
ら
っ
た
。

　
複
数
の
種
類
が
あ
る
の
は

な
ぜ
か
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
商
品
に
あ
わ

せ
ら
れ
る
よ
う
、
５
種
類

と
し
た
。

ＱＡ　
導
入
の
目
的
は
。

　
保
育
日
誌
や
出
欠
な
ど
を

シ
ス
テ
ム
化
し
、
保
育
士

の
事
務
処
理
上
の
負
担
を

少
し
で
も
軽
減
す
る
。

　
対
象
の
保
育
園
は
。

　

ち
い
ろ
ば
、
住
吉
、
実
生
、

さ
く
ら
の
町
内
の
認
定
こ

ど
も
園
４
園
で
あ
る
。

　
保
育
業
務
支
援
シ
ス
テ
ム

�

導
入
に
補
助
-健康こども課-

ＱＡＱＡ

　
更
新
理
由
は
。

　
ラ
ン
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
は
４

台
設
置
し
て
あ
る
が
、
順

番
待
ち
で
利
用
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
多
い
。
老
朽

化
に
よ
り
頻
繁
に
故
障
す

る
１
台
を
今
回
更
新
し
、

さ
ら
に
１
台
追
加
す
る
。

　
稼
動
状
況
は
。

　
日
中
は
医
療
目
的
の
リ
ハ

ビ
リ
な
ど
で
、
夕
方
か
ら

は
勤
め
帰
り
の
方
が
多
く

利
用
し
て
い
る
。

ＱＡ

ＱＡ

ＱＡ

▲汗を流して健康に

▲このマークが目印

町議会では３部門の常任委員会に分かれ審議しています。
総　　務（総務・財政・税務・議会・監査・消防など）
　　◎荒井　克○角井外喜雄　西村　稔　塩谷道子　向　正則　河上孝夫

文教福祉（民生・衛生・保険年金・福祉・教育・病院）
　　◎八十嶋孝司○道下政博　竹内竜也　酒井義光　洲崎正昭

産業建設（土木・農林・労働・商工・上下水道）
　　◎森山時夫○谷口正一　森川　章　井上新太郎　多賀吉一

（◎委員長　○副委員長）

▲園児とともに（実生保育園）



　
　
　意

見
書

国
へ
も
の
申
す
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文
教
福
祉
常
任
委
員
会
発
議
で

　
　
　
　
　
　
　
　

意
見
書
を
国
に
提
出

文
教
福
祉
常
任
委
員
会
発
議
で

　
　
　
　
　
　
　
　

意
見
書
を
国
に
提
出

文
教
福
祉
常
任
委
員
会
発
議
で

　
　
　
　
　
　
　
　

意
見
書
を
国
に
提
出

教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の

�

拡
充
を
求
め
る
意
見
書

　

教
育
は
、
日
本
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
心
豊
か
に
教
え
、
育
て
る
と

い
う
重
要
な
使
命
を
負
っ
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
に
豊
か
な
教
育
を
保
障
す
る

こ
と
は
、
社
会
の
基
盤
づ
く
り
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
し
か

し
近
年
、
い
じ
め
、
不
登
校
な
ど
の
生
徒
指
導
上
の
課
題
や
特
別
な
支
援
を
要

す
る
児
童
生
徒
へ
の
対
応
等
、
学
校
を
取
り
巻
く
状
況
は
複
雑
・
困
難
化
し
て

お
り
、
学
校
に
求
め
ら
れ
る
役
割
は
拡
大
し
て
い
る
。
一
人
一
人
の
子
ど
も
た

ち
へ
の
き
め
細
か
な
対
応
や
学
び
の
質
を
高
め
る
た
め
の
教
育
環
境
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
国
に
お
い
て
教
職
員
定
数
の
改
善
が
必
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
は
、
教
育
の
機
会
均
等
と
そ
の
水
準
の

維
持
向
上
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
が
、
自
治
体
に
お
い
て
は
厳
し
い

財
政
状
況
な
ど
か
ら
教
育
予
算
を
十
分
に
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
な
現
状
に
あ

る
。
幾
つ
か
の
自
治
体
で
は
、
独
自
財
源
に
よ
る
定
数
措
置
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
自
治
体
の
財
政
力
の
違
い
に
よ
っ
て
子
ど
も
た
ち
が
受
け
る
教
育
水
準
に

格
差
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
子
ど
も
た
ち
が
全
国
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
一

定
水
準
の
教
育
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
国
全
体
と
し
て

教
育
予
算
を
し
っ
か
り
と
確
保
、
充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

�

（
全
員
賛
成
）

採
択
さ
れ
た
１
件
の
請
願
は

意
見
書
を
内
閣
総
理
大
臣
ほ
か

関
係
機
関
に
送
付
し
ま
し
た

次
期
介
護
保
険
制
度
改
正
に
お
け

る
福
祉
用
具
、
住
宅
改
修
の
見
直

し
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
を
求

め
る

◎
請
願
者　

公
明
党
津
幡
支
部�

副
支
部
長　

堀
田　
　

功

�

紹
介
議
員　

道
下　

政
博

�

（
全
員
賛
成
）

採
択主　

旨　

平
成
27
年
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

次
期
介
護
保
険
制
度
改
正
で
は
、

軽
度
者
に
対
す
る
福
祉
用
具
貸

与
等
の
給
付
お
よ
び
住
宅
改
修

利
用
の
見
直
し
を
検
討
す
る
こ

と
が
盛
り
込
ま
れ
た
が
、
原
則

自
己
負
担
に
な
れ
ば
、
生
活
弱

者
の
切
り
捨
て
に
な
り
か
ね
ず
、

重
度
化
が
懸
念
さ
れ
る
。
よ
っ

て
、
原
則
自
己
負
担
と
し
な
い

よ
う
強
く
求
め
る
。

　

文
教
福
祉
常
任
委
員
長　
　

八
十
嶋　

孝
司



討
論

教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

　

２
分
の
１
復
元
を
求
め
る

食
品
ロ
ス
削
減
に
向
け
て
の
取
り
組
み
を
進
め
る

消
費
税
の
再
増
税
を
中
止
し
、

生
活
費
非
課
税
・
応
能
負
担
の
税
制
を
求
め
る
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教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
２
分

の
１
復
元
を
求
め
る

不
採
択
と
な
っ
た
請
願

◎
請
願
者　

石
川
県
教
職
員
組
合
河
北
支
部�

執
行
委
員
長　

政
近　

顕
純

�

紹
介
議
員　

竹
内　

竜
也

�

（
賛
成
３
人
・
反
対
11
人
）

賛
成

反
対

　

子
ど
も
の
学
習
権
は
、
義
務
教
育
を
通
じ
て
最
大
限
尊
重
さ
れ

る
べ
き
だ
。
子
ど
も
た
ち
と
丁
寧
に
向
き
合
う
た
め
に
も
、
国
庫

負
担
率
の
復
元
に
よ
っ
て
教
職
員
定
数
を
改
善
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。�

竹
内　

竜
也�

議
員

　

食
品
ロ
ス
削
減
に
つ
い
て
、
事
業
所
や
各
家
庭
の
努
力
に
任
せ

て
い
る
現
状
で
は
成
果
が
出
て
い
な
い
。
意
識
を
高
め
る
た
め

に
も
、
推
進
本
部
の
設
置
や
担
当
大
臣
の
明
確
化
が
必
要
で
あ

る
。�

道
下　

政
博�

議
員

　

関
係
省
庁
、
事
業
所
、
各
家
庭
に
お
い
て
食
品
ロ
ス
削
減
の
取

り
組
み
の
成
果
が
出
て
い
る
。
推
進
本
部
の
設
置
や
担
当
大
臣
の

明
確
化
が
か
え
っ
て
経
済
を
疲
弊
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
る
。

�

森
川　
　

章�

議
員

　

低
所
得
者
ほ
ど
負
担
が
重
い
消
費
税
を
社
会
保
障
の
財
源
と
す

べ
き
で
は
な
い
。
大
企
業
や
高
所
得
者
に
応
分
の
負
担
を
求
め
る

な
ど
、
税
金
の
集
め
方
、
使
い
方
を
見
直
す
べ
き
で
あ
る
。

�

塩
谷　

道
子�

議
員

　

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
社
会
保
障
給
付
費
は
膨
ら
み
続
け
て
い

る
。
消
費
税
は
、
全
国
民
に
対
し
広
く
薄
く
課
税
す
る
も
の
で
、

経
済
の
動
向
に
左
右
さ
れ
に
く
い
。
増
税
は
必
要
で
あ
る
。

�

荒
井　
　

克�

議
員

反
対

賛
成

賛
成

委
員
会
の
主
な
意
見

　

教
職
員
定
数
は
、
小
学
校
１
、
２
年
に
お
い
て
35
人
以
下
学
級
の
編
成
が
で

き
る
よ
う
改
善
が
な
さ
れ
て
き
た
。
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
負
担
割
合

減
は
、
地
方
分
権
の
見
地
か
ら
税
源
が
移
譲
さ
れ
た
経
緯
が
あ
り
、
復
元
を
求

め
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
。

食
品
ロ
ス
削
減
に
向
け
て
の
取
り
組
み
を
進
め
る
意
見

書
の
提
出
を
求
め
る

◎
請
願
者　

公
明
党
津
幡
支
部�
副
支
部
長　

堀
田　
　

功

�
紹
介
議
員　

道
下　

政
博

�

（
賛
成
３
人
・
反
対
11
人
）

「
消
費
税
の
再
増
税
を
中
止
し
、
生
活
費
非
課
税
・
応

能
負
担
の
税
制
を
求
め
る
」
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る

◎
請
願
者　

能
登
民
主
商
工
会�

会
長　
　
　

亀
崎　

正
蔵

�

紹
介
議
員　

塩
谷　

道
子

�

（
賛
成
２
人
・
反
対
12
人
）
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議会を傍聴しましょう議会を傍聴しましょう
◎町政一般質問は年４回（３月、６月、９月、12月）行われます。

　お問い合わせは、　議会事務局（℡288-6410）

議会の会議録は

町議会ホームページで

みることができます。

６月会議の審議結果
（賛否の分かれたもののみを掲載しています） 賛成…○　反対…×　欠席…欠　退席…退　除斥…除

件名と主な内容
（件名は一部省略しています）

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

議
決
結
果

森 

川
　 

　
章

竹 

内
　
竜 

也

井 

上 

新
太
郎

八
十
嶋 

孝 

司

西 

村
　
　 

稔

荒 

井
　
　 

克

森 

山
　
時 

夫

角 

井 

外
喜
雄

酒 

井
　
義 
光

塩 
谷
　
道 

子

多 
賀
　
吉 

一

向
　
　 

正 

則

道 

下
　
政 

博

谷 

口
　
正 

一

洲 

崎
　
正 

昭

河 

上
　
孝 

夫

議
　
案

一般会計補正予算（第１号）…暴風による破損
箇所の修繕費やマイナンバー制度に対応するため
の電算システム費など、6725万円を増額する。

可決
賛13・反1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ － ○ ○ 欠 ○

請
　
願

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度
２分の１復元を求める意見書採択について

不採択
賛３・反11 ○ ○ × × × × × × × ○ × － × × 欠 ×

食品ロス削減に向けての取り組みを進める
意見書の提出を求める請願

不採択
賛３・反11 × × × × ○ × × × × × × － ○ × 欠 ○

「消費税の再増税を中止し、生活費非課
税・応能負担の税制を求める」意見書の採
択を求める請願

不採択
賛２・反12 × × ○ × × × × × × ○ × － × × 欠 ×

※議長は採決に加わらないため「－」で表示

皆さまの善意
� ありがとうございました

　

当
議
会
で
は
、
４
月
14
日
に
発
生
し

た
熊
本
地
震
災
害
の
一
日
も
早
い
復
興

を
願
い
、
被
災
地
へ
の
救
済
の
た
め
町

内
10
か
所
に
義
援
金
箱
を
設
置
し
ま
し

た
。

　

皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
温
か
い
お

気
持
ち
は
、
５
月
23
日
に
熊
本
県
に
送

金
し
ま
し
た
。

～
熊
本
地
震
義
援
金
～

65
万
２
４
８
７
円
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い
っ
ぱ
ん
質
問

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
政
全
般
に
つ
い
て
町
長
な
ど
執
行
機
関
に
考
え
や
方
針
を

問
う
も
の
で
す
。
制
限
時
間
は
１
人
30
分
以
内
で
、
一
問
一
答
で
行
わ
れ
ま
す
。

１　荒井　　克　議員…………………………………10
　　・避難場所の周知を徹底せよ
　　・教育委員会制度改革に新教育長の思いは　
２　井上新太郎　議員…………………………………11
　　・災害時相互応援協定の締結状況は
　　・業務継続計画の策定を急げ　
３　八十嶋孝司　議員…………………………………12
　　・新教育長のスポーツ行政にかける思いは
　　・コミュニティセンターの機能充実を図れ
� ほか１問　
４　道下　政博　議員…………………………………13
　　・役場庁舎の耐震化を急げ
　　・特設公衆電話の回線を引き災害時に備えよ
� ほか２問　
５　西村　　稔　議員…………………………………14
　　・耕作放棄地の転用を容易に認めよ
　　・県道への消雪設備設置の要望に対する回答は　
６　河上　孝夫　議員…………………………………15
　　・津幡小学校にナイター照明を設置せよ
　　・防火水槽、消火栓、格納ボックスの点検は
７　森川　　章　議員…………………………………16
　　・倶利伽羅地区を日本遺産に登録せよ
　　・獅子舞を町指定無形文化財に
� ほか１問　
８　塩谷　道子　議員…………………………………17
　　・国保税の引き下げを求める
　　・子どもの貧困の実態を調査せよ
� ほか２問　
９　竹内　竜也　議員…………………………………18
　　・就学援助の現状に対する認識は
　　・育児と介護のダブルケアへの対応を示せ

議員の寄附行為は公職選挙法で禁止されています
　○香典や結婚披露宴における祝儀（本人出席の上、通常一般
　　の社交の範囲であるときを除く）
　○議員や後援会がお中元やお歳暮を贈ること
　○町民や団体が議員に寄附などを求めること
このほか、議員活動に対して法律上の制限があります。
各種会合への出席依頼には参加費を必ず明記してください。

皆さまのご理解とご協力をお願いいたします



い
っ
ぱ
ん
質
問

荒 井 　 克 議員

 

避
難
場
所
の

 

周
知
を
徹
底
せ
よ

 

一
層
の
周
知
、
啓
発
を
図
る

　

森
本
・
富
樫
断
層
帯
が
一

度
に
活
動
し
た
場
合
、
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
２
、
震
度

６
強
の
地
震
発
生
が
予
測
さ

れ
て
い
る
。

　

熊
本
地
震
で
は
避
難
先
に

よ
っ
て
、
支
援
物
資
の
配
備

や
そ
の
他
の
ケ
ア
に
格
差
が

生
じ
た
。

制度改革に
  新教育長の思いは
　信頼を基盤に
  教育行政に取り組む

▲信頼に支えられる教育（津幡中学校）

教
育
委
員
会

防災対策

　

熊
本
地
震
で
は
、
指
定
避

難
場
所
以
外
に
も
避
難
さ
れ

た
方
が
い
た
た
め
、
情
報
の

遅
れ
か
ら
行
政
の
対
応
に
時

間
が
か
か
っ
た
。

　

防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
全

戸
配
布
、
町
民
参
加
の
訓
練

の
場
な
ど
を
通
じ
て
、
避
難

場
所
の
一
層
の
周
知
を
図
り

た
い
。

　

や
む
な
く
指
定
避
難
場
所

以
外
に
避
難
さ
れ
た
場
合
、

災
害
対
策
本
部
な
ど
へ
連
絡

で
き
る
体
制
も
あ
わ
せ
て
検

討
し
た
い
。

　

教
育
行
政
に
お
け
る
責
任

体
制
の
明
確
化
、
審
議
の
活

性
化
、
危
機
管
理
体
制
の
構

築
な
ど
を
目
的
と
し
た
制
度

改
革
が
行
わ
れ
、
町
教
育
委

員
会
も
新
体
制
と
な
っ
た
。

　

子
育
て
支
援
、
公
民
館
の

福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
所
管

事
務
の
拡
大
も
予
想
さ
れ
、

教
育
環
境
整
備
が
さ
ら
に
重

要
視
さ
れ
る
が
、
新
教
育
長

の
思
い
を
聞
く
。
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教
育
に
一
番
大
切
な
こ
と

は
、
信
頼
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

１
つ
目
は
児
童
生
徒
、
保

護
者
、
地
域
か
ら
信
頼
さ
れ

る
学
校
づ
く
り
。
２
つ
目
に

町
民
か
ら
喜
ば
れ
、
親
し
ま

れ
る
生
涯
学
習
事
業
の
展
開
。

３
つ
目
は
各
種
団
体
と
の
信

頼
を
基
盤
と
し
た
連
携
。

　

こ
れ
ら
を
三
本
柱
と
し
て
、

信
頼
を
基
盤
と
し
た
教
育
行

政
を
推
進
し
て
い
く
。

荒
井 

議
員

荒
井 

議
員

　

被
災
地
で
の
教
訓
を
生
か

し
、
避
難
場
所
の
周
知
を
徹

底
せ
よ
。

石
庫 

総
務
部
長

吉
田 

教
育
長

▶
避
難
場
所
の
確
認
を



い
っ
ぱ
ん
質
問

井上新太郎 議員

　

熊
本
地
震
で
は
、
業
務
継

続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
の
策
定

状
況
に
よ
っ
て
、
被
災
後
の

自
治
体
業
務
に
差
が
出
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

 

業
務
継
続
計
画
の
策
定
を
急
げ

　
　

早
急
に
進
め
た
い

Ｂ Ｃ Ｐ

相互応援協定の
　　　　締結状況は

  ７自治体と締結している

災
害
復
旧
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金
沢
市
、
か
ほ
く
市
、
内

灘
町
、
小
矢
部
市
、
中
能
登

町
の
ほ
か
、
大
規
模
災
害
に

よ
る
近
隣
自
治
体
の
同
時
被

災
を
想
定
し
、
福
岡
県
岡
垣

町
、
和
歌
山
県
上
富
田
町
と

締
結
し
て
い
る
。

　

実
効
性
を
第
一
に
、
職
員

等
の
派
遣
、
食
料
・
資
機
材

の
提
供
を
中
心
と
し
た
内
容

で
あ
り
、
災
害
時
の
連
絡
窓

口
・
組
織
体
制
の
確
認
や
意

見
交
換
を
行
う
な
ど
、
平
時

か
ら
連
携
を
図
っ
て
い
る
。

▲交流を深めよう

　

熊
本
地
震
で
は
、
全
国
か

ら
千
人
を
超
え
る
自
治
体
職

員
が
応
援
に
駆
け
付
け
、
避

難
所
運
営
や
罹
災
証
明
発
行

な
ど
の
復
旧
支
援
に
当
た
っ

た
。
こ
れ
は
、
あ
ら
か
じ
め

締
結
さ
れ
て
い
た
災
害
時
相

互
応
援
協
定
の
成
果
で
あ
る

と
言
え
る
。

　

当
町
に
お
け
る
協
定
の
締

結
状
況
、
内
容
は
。
ま
た
、

締
結
先
と
は
平
時
に
お
け
る

交
流
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

　

大
規
模
災
害
が
発
生
し
、

被
災
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
制

約
が
伴
う
状
況
下
に
お
い
て

も
、
自
治
体
と
し
て
の
業
務

を
継
続
さ
せ
る
た
め
の
重
要

な
計
画
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

　

平
成
21
年
に
は
、
お
お
む

ね
40
％
の
職
員
が
登
庁
不
能

と
な
っ
た
場
合
を
想
定
し
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生

時
に
お
け
る
計
画
を
作
成
し

た
経
験
が
あ
る
。

　

早
急
に
策
定
を
進
め
た
い
。

矢
田 

町
長

井
上 

議
員

井
上 

議
員

　

森
本
・
富
樫
断
層
帯
に
よ

る
被
災
を
想
定
し
、
町
関
係

機
関
の
業
務
継
続
計
画
策
定

を
急
げ
。

石
庫 

総
務
部
長



い
っ
ぱ
ん
質
問

八十嶋孝司 議員
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町
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ

ラ
ザ
や
公
民
館
な
ど
が
10
施

設
あ
る
。
こ
れ
ら
の
施
設
で

は
今
、
地
域
が
中
心
と
な
る

ま
ち
づ
く
り
が
進
み
つ
つ
あ

る
。

　

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

に
つ
い
て
地
域
住
民
が
主
体

と
な
る
活
動
が
予
想
さ
れ
る

中
、
第
５
次
町
総
合
計
画
で

は
こ
れ
ら
の
拠
点
と
な
る
公

民
館
の
整
備
、
充
実
が
示
さ

れ
た
。

　

具
体
的
構
想
を
示
せ
。

　

第
５
次
町
総
合
計
画
で
は
、

参
画
と
協
働
に
よ
る
町
民
主

体
の
ま
ち
づ
く
り
を
掲
げ
て

い
る
。
公
民
館
は
、
そ
の
役

割
を
担
う
拠
点
施
設
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
、
こ
れ
か
ら

は
生
涯
学
習
、
健
康
福
祉
、

子
育
て
以
外
に
も
多
様
な
役

割
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ

り
、
機
能
強
化
、
多
機
能
化

を
推
進
す
る
と
し
た
も
の
で

あ
る
。

　

必
要
な
施
設
や
設
備
の
整

備
、
充
実
は
、
現
在
策
定
中

の
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

　

日
ご
ろ
か
ら
、
町
長
は
ス

ポ
ー
ツ
が
強
く
盛
ん
な
町
は

元
気
な
町
と
話
し
て
い
る
。

　

新
教
育
長
に
は
、
津
幡
南

中
学
校
女
子
駅
伝
チ
ー
ム
を

全
国
区
に
育
て
た
実
績
か
ら
、

 

ス
ポ
ー
ツ
行
政
に

 

か
け
る
思
い
は

　
各
種
団
体
と
の

 

信
頼
関
係
の
構
築
に
努
め
る

新教育長

コミュニティセンターの
　　　　　機能充実を図れ

　　機能強化・多機能化を
　　　　　　　　　　 推進する

ま
ち
づ
く
り

▲話し合う地域の人々

　

ス
ポ
ー
ツ
行
政
に
関
し
て

は
、
各
種
団
体
と
の
信
頼
関

係
の
構
築
に
努
め
た
い
。
関

係
団
体
と
連
携
し
、
誰
も
が

気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め

る
よ
う
、
環
境
整
備
を
図
る
。

　

一
つ
の
こ
と
に
真
剣
に
取

り
組
む
こ
と
は
、
人
間
と
し

て
の
成
長
に
つ
な
が
る
。
人

格
の
未
完
成
な
青
少
年
の
指

導
に
お
い
て
は
、
指
導
者
の

役
割
が
極
め
て
大
切
で
あ
る

と
考
え
る
。

町
の
ジ
ュ
ニ
ア
層
の
育
成
に

も
一
層
の
期
待
が
あ
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
行
政
に
か
け
る

思
い
と
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て

人
を
育
て
て
き
た
信
念
を
伺

い
た
い
。

矢
田 

町
長

八
十
嶋 

議
員

八
十
嶋 

議
員

吉
田 
教
育
長

そ
の
他
の
質
問

　

熊
本
地
震
を
検
証
し
、

町
の
地
震
対
策
に
生
か

せ
。

　

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
を
着
実
に
進
め
た
い
。

ＱＡ
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回
線
を
引
き

　
　

 

災
害
時
に
備
え
よ

　

 

工
事
費
・
財
源
を

 

調
査
、
研
究
し
た
い

役場庁舎の
  耐震化を急げ
　建て替えのため基金を
  積み立てている

防
災
拠
点

特設公衆電話

　

東
日
本
大
震
災
を
機
に
立

ち
上
げ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
で
庁
舎
耐
震
化
方
針
の

検
討
を
行
い
、
耐
震
補
強
で

は
な
く
建
て
替
え
が
望
ま
し

い
と
の
結
果
が
出
て
い
る
。

　

庁
舎
建
設
に
は
、
補
助
金

や
交
付
税
措
置
が
さ
れ
る
有

効
な
地
方
債
が
存
在
せ
ず
、

多
く
の
自
治
体
で
整
備
を
遅

ら
せ
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

　

平
成
27
年
度
に
創
設
し
た

庁
舎
整
備
基
金
の
積
み
立
て

を
進
め
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま

な
方
法
を
検
討
し
、
一
刻
で

も
早
く
庁
舎
建
て
替
え
を
実

現
し
た
い
。

　

熊
本
地
震
で
は
、
防
災
拠

点
と
な
る
べ
き
自
治
体
庁
舎

が
、
損
壊
し
た
こ
と
に
よ
っ

て
機
能
不
全
に
陥
る
ケ
ー
ス

が
相
次
い
だ
。

　

財
政
上
の
理
由
に
よ
っ
て
、

庁
舎
の
耐
震
化
や
建
て
替
え

に
進
展
が
な
い
の
は
当
町
も

同
様
で
あ
る
が
、
同
じ
轍
を

踏
む
べ
き
で
は
な
く
、
耐
震

化
を
急
ぐ
べ
き
だ
。

　

地
震
発
生
後
の
熊
本
県
内

で
は
、
全
域
で
公
衆
電
話
の

通
話
料
が
無
料
と
な
り
、
多

く
の
被
災
者
に
利
用
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
災
害
時
に
避
難
所

な
ど
に
設
置
さ
れ
、
無
料
で

　

特
設
公
衆
電
話
は
、
避
難

者
が
安
否
を
知
ら
せ
る
な
ど

の
通
信
手
段
の
確
保
を
目
的

と
し
て
お
り
、
多
く
の
利
用

が
見
込
ま
れ
る
。

　

設
置
に
つ
い
て
は
、
保
安

器
、
屋
内
外
の
配
線
工
事
は

Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
実
施
、
電
話
機
の

新
設
に
係
る
費
用
な
ど
は
、

設
置
者
で
あ
る
自
治
体
の
負

担
と
な
る
。

　

今
後
、
工
事
費
や
財
源
を

調
査
、
研
究
し
た
い
。

利
用
で
き
る
特
設
公
衆
電
話

も
あ
る
。

　

当
町
で
も
、
避
難
所
と
な

る
施
設
に
あ
ら
か
じ
め
回
線

を
引
い
て
お
き
、
災
害
時
に

備
え
る
べ
き
だ
。

道
下 

議
員

道
下 

議
員

▲安否確認に威力を発揮

矢
田 

町
長

◀
災
害
に
備
え
て
建
て
替
え
を

石
庫 

総
務
部
長

そ
の
他
の
質
問

　

震
度
６
強
の
揺
れ
と
予

測
さ
れ
る
砺
波
地
震
へ

の
対
応
は
。

　

防
災
訓
練
の
一
層
の
充

実
に
努
め
た
い
。

　

一
週
間
分
の
食
料
備
蓄

を
、
各
家
庭
に
推
奨
せ

よ
。

　

呼
び
か
け
て
い
き
た
い
。

ＱＡＱＡ
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い
っ
ぱ
ん
質
問

西 村 　 稔 議員

　

津
幡
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
道

路
で
あ
る
主
要
地
方
道
高
松

・
津
幡
線
の
消
雪
設
備
の
設

置
を
、
過
去
に
も
一
般
質
問

で
取
り
上
げ
て
き
た
。

　

駅
を
利
用
す
る
方
の
通
行

の
安
全
を
守
る
た
め
に
も
、

早
急
に
実
現
す
べ
き
だ
。

　

県
へ
の
要
望
に
対
し
、
回

答
は
得
ら
れ
た
の
か
。

　

地
元
で
あ
る
中
条
地
区
振

興
会
な
ど
か
ら
の
要
望
を
受

け
、
県
町
長
会
な
ど
あ
ら
ゆ

る
機
会
を
捉
え
、
道
路
管
理

者
で
あ
る
県
に
対
し
、
強
く

要
望
し
て
き
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
県
は
平
成

27
年
度
か
ら
事
業
に
着
手
し
、

測
量
設
計
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
後
、
事
業
の
早
期
完
成

に
向
け
、
引
き
続
き
県
に
対

し
、
確
実
な
予
算
確
保
を
要

望
し
て
い
く
。

　

農
地
法
は
、
耕
作
者
の
地

位
の
安
定
と
農
業
生
産
の
増

大
を
図
り
、
食
料
の
安
定
供

給
の
確
保
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
農
地
を
耕
作
す

 

転
用
を
容
易
に
認
め
よ

 

基
準
を
満
た
す
必
要
が
あ
る

耕作放棄地

県への要望に対する
  回答は
　平成27年度から
  事業に着手している

消
雪
設
備

西
村 

議
員

西
村 

議
員

▲冬も安全に通りたいね

　

法
で
は
、
転
用
・
農
用
地

区
域
除
外
な
ど
の
許
可
に
は
、

一
定
の
基
準
を
す
べ
て
満
た

す
こ
と
を
義
務
付
け
て
い
る
。

　

や
む
を
得
ず
耕
作
が
で
き

な
く
な
っ
た
方
に
対
し
て
は
、

農
地
中
間
管
理
事
業
を
活
用

し
、
農
地
所
有
適
格
法
人
や

認
定
農
業
者
で
あ
る
担
い
手

に
利
用
集
積
を
図
り
、
農
地

の
効
率
的
活
用
や
保
全
に
努

め
て
い
る
。

る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、

手
放
す
こ
と
を
考
え
て
い
る

所
有
者
が
増
加
し
て
い
る
。

　

耕
作
放
棄
地
の
転
用
を
容

易
に
認
め
、
積
極
的
な
活
用

に
協
力
せ
よ
。

▶
活
用
が
待
た
れ
る
農
地

八
田 
農
林
振
興
課
長

河
上 

産
業
建
設
部
長
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い
っ
ぱ
ん
質
問

河 上 孝 夫 議員

 

防
火
水
槽
、
消
火
栓
、

 

格
納
ボ
ッ
ク
ス
の
点
検
は

　

 

適
正
な
維
持
管
理
に
努
め
る

津幡小学校に設置せよ

　近隣施設を利用してほしい

ナ
イ
タ
ー
照
明

消防水利

　

津
幡
小
学
校
移
転
時
に
、

ナ
イ
タ
ー
施
設
の
設
置
に
つ

い
て
周
辺
住
民
や
利
用
者
と

協
議
し
た
結
果
、
近
隣
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
利
用
す
る
こ
と

で
対
応
で
き
る
と
い
う
結
論

に
な
っ
た
。

　

ナ
イ
タ
ー
設
備
の
新
設
、

更
新
の
際
は
、
利
用
実
態
や

費
用
対
効
果
な
ど
総
合
的
に

検
討
し
た
い
。

　

町
立
小
学
校
９
校
の
う
ち

７
校
に
ナ
イ
タ
ー
設
備
が
あ

る
。

　

津
幡
小
学
校
に
は
設
置
さ

れ
て
い
な
い
が
、
消
防
の
訓

練
、
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
に

も
利
用
で
き
、
ま
た
多
く
の

町
民
も
活
用
で
き
る
場
所
で

あ
る
。

　

ナ
イ
タ
ー
照
明
の
新
設
を

検
討
せ
よ
。

　

防
火
水
槽
の
マ
ン
ホ
ー
ル

に
さ
び
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、

管
理
は
万
全
か
。
ま
た
、
格

納
ボ
ッ
ク
ス
の
消
火
栓
ハ
ン

ド
ル
、
消
防
ホ
ー
ス
の
確
認

▲夜間も利用できれば（津幡小学校）

河
上 

議
員

河
上 

議
員

▲万が一に備えて

矢
田 
町
長

　

春
と
秋
の
火
災
予
防
運
動

の
期
間
に
、
消
防
職
員
と
消

防
団
員
が
す
べ
て
の
消
火
栓

や
防
火
水
槽
を
点
検
し
、
マ

ン
ホ
ー
ル
の
変
形
や
水
量
な

ど
の
確
認
を
し
て
い
る
。

　

格
納
ボ
ッ
ク
ス
の
維
持
管

理
は
、
地
元
区
に
お
願
い
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
現
在
当
町
に
設
置

の
防
火
水
槽
は
消
火
活
動
の

た
め
に
設
け
ら
れ
て
お
り
、

直
接
飲
料
水
と
し
て
は
使
用

で
き
な
い
。

　

消
防
水
利
の
維
持
管
理
は
、

消
防
団
と
地
元
区
長
の
協
力

を
得
な
が
ら
適
正
に
行
い
、

有
事
に
備
え
て
い
き
た
い
。

西
田 

消
防
長

な
ど
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

　

災
害
時
に
防
火
水
槽
の
水

は
飲
料
水
に
利
用
で
き
る
の

か
。
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町
指
定
無
形
文
化
財
に

　

 

指
定
は
難
し
い

日本遺産に登録せよ

　検討する価値はある

倶
利
伽
羅
地
区

獅 子 舞

　

昭
和
49
年
以
来
、
小
矢
部

市
と
共
通
の
課
題
に
つ
い
て

相
互
に
協
議
、
協
力
し
、
北

陸
の
中
核
的
な
都
市
を
目
指

し
て
活
動
し
て
き
た
。

　

倶
利
伽
羅
地
区
の
日
本
遺

産
登
録
は
、
当
町
全
体
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
施
策
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
文
化
庁
に
よ
る

日
本
遺
産
認
定
の
課
題
や
ハ

ー
ド
ル
は
高
く
、
当
町
の
み

で
は
不
可
能
と
思
わ
れ
る
が
、

検
討
す
る
価
値
は
十
分
に
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
ま
ず
は

小
矢
部
市
の
意
向
を
確
認
し

た
い
。

　

倶
利
伽
羅
地
区
の
歴
史
と

魅
力
を
、
「
日
本
遺
産
」
と

い
う
ラ
ベ
ル
で
パ
ッ
ケ
ー
ジ

化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
観
光

客
誘
致
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
、
地
域
の
活
力
、
定
住

促
進
が
図
ら
れ
る
と
考
え
る
。

　

小
矢
部
市
と
連
携
し
、
日

本
遺
産
に
登
録
し
て
、
地
域

の
魅
力
を
最
大
限
に
発
信
す

る
こ
と
を
求
め
る
。

　

当
町
は
、
加
賀
、
能
登
、

越
中
の
分
岐
点
で
、
多
く
の

人
、
物
が
交
流
し
て
き
た
土

地
で
あ
り
、
獅
子
舞
と
い
う

文
化
も
伝
え
ら
れ
て
き
た
。

　

祭
礼
時
に
行
わ
れ
る
獅
子

舞
を
町
指
定
無
形
文
化
財
に

　

獅
子
舞
を
無
形
民
俗
文
化

財
と
し
て
町
文
化
財
に
指
定

す
る
場
合
は
、
各
地
域
の
獅

子
舞
が
そ
の
伝
統
を
保
持
し

続
け
て
い
る
と
い
う
点
が
重

要
視
さ
れ
る
。
現
在
そ
れ
を

立
証
す
る
資
料
が
乏
し
い
の

で
、
町
文
化
財
と
し
て
指
定

す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　

獅
子
頭
の
展
示
は
平
成
13

年
に
生
活
文
化
展
と
し
て
開

催
し
て
い
る
。

　

今
後
も
「
れ
き
し
る
」
に

お
い
て
、
獅
子
頭
や
獅
子
舞

の
様
子
な
ど
の
展
示
会
実
施

を
検
討
し
た
い
。

登
録
し
、
次
世
代
へ
継
承
せ

よ
。

　

あ
わ
せ
て
、
各
地
区
で
保

有
す
る
獅
子
頭
を
津
幡
ふ
る

さ
と
歴
史
館
「
れ
き
し
る
」

な
ど
に
展
示
し
て
、
町
の
魅

力
を
発
信
で
き
な
い
か
。

森
川 

議
員

森
川 

議
員

▲祭事の館（河合谷ふれあいセンター内）

矢
田 

町
長

◀
倶
利
伽
羅
の
魅
力
発
信

竹
田 

教
育
部
長

そ
の
他
の
質
問

　

体
験
型
観
光
交
流
公
園

の
経
済
効
果
は
。

　

交
流
客
を
増
や
し
、
雇

用
の
拡
大
な
ど
に
つ
な

げ
る
。

ＱＡ
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い
っ
ぱ
ん
質
問

塩 谷 道 子 議員

　

日
本
の
子
ど
も
の
貧
困
率

は
、
２
０
１
２
年
に
は
16
・

３
％
に
ま
で
上
が
り
、
18
歳

未
満
の
６
人
に
１
人
が
平
均

的
所
得
の
半
分
に
満
た
な
い

家
庭
で
暮
ら
し
て
い
る
。

　

今
必
要
な
こ
と
は
、
子
ど

も
の
貧
困
の
実
態
を
つ
か
む

こ
と
で
あ
る
。
当
町
で
は
ど

れ
く
ら
い
の
子
ど
も
が
貧
困

な
の
か
、
そ
の
実
態
は
ど
う

な
の
か
、
具
体
的
に
捉
え
る

調
査
を
せ
よ
。

　

当
町
で
は
、
保
護
者
か
ら

の
生
活
相
談
や
学
校
か
ら
の

連
絡
に
よ
り
、
子
ど
も
の
貧

困
を
把
握
し
、
そ
の
世
帯
の

支
援
に
当
た
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
保
育
園
や
学
校

で
は
、
職
員
が
日
常
的
に
子

ど
も
の
健
康
状
態
や
生
活
状

況
等
を
観
察
す
る
こ
と
で
、

支
援
の
必
要
な
子
ど
も
の
発

見
に
努
め
て
い
る
。

　

現
時
点
で
は
調
査
を
行
う

考
え
は
な
い
が
、
関
係
機
関

の
意
見
を
参
考
に
検
討
し
た

い
。

　

国
保
の
抱
え
る
問
題
は
、

加
入
者
の
収
入
が
厳
し
く
、

保
険
税
の
割
合
が
高
い
こ
と

で
あ
る
。
加
え
て
病
院
で
の

窓
口
負
担
も
必
要
で
あ
る
。

 

引
き
下
げ
を
求
め
る

　

 

現
在
の
と
こ
ろ

 

考
え
て
い
な
い

国 保 税

実態を調査せよ

　必要か検討する

子
ど
も
の
貧
困

▲すべての子どもに笑顔を

　

平
成
28
年
度
の
当
町
へ
の

財
政
支
援
拡
充
制
度
の
交
付

予
定
額
は
約
３
４
０
０
万
円

を
見
込
ん
で
い
る
が
、
27
年

度
の
町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
の
単
年
度
収
支
は
、
こ

の
交
付
金
収
入
を
含
め
て
も

約
２
５
０
０
万
円
の
赤
字
と

な
る
見
込
み
で
あ
る
。　

　

今
後
も
厳
し
い
財
政
運
営

を
強
い
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

現
在
保
険
税
の
引
き
下
げ
は

考
え
て
い
な
い
。

　

国
は
、
低
所
得
者
対
策
強

化
の
た
め
自
治
体
へ
の
財
政

支
援
を
拡
充
し
て
い
る
。
こ

の
制
度
を
活
用
し
、
国
保
税

の
引
き
下
げ
を
求
め
る
。　

そ
の
他
の
質
問

　

平
和
都
市
宣
言
の
標
柱

と
パ
ネ
ル
を
つ
く
り
替

え
よ
。

　

つ
く
り
直
す
時
期
が
き

た
ら
適
切
に
対
処
す
る
。

　

小
学
校
５
、
６
年
の
学

級
定
数
を
35
人
に
せ
よ
。

　

継
続
的
に
検
討
を
重
ね

て
い
る
。

ＱＡ

塩
谷 

議
員

矢
田 

町
長

塩
谷 

議
員

小
倉 

町
民
福
祉
部
長

ＱＡ
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竹 内 竜 也 議員

▲支え合う家族

　

子
育
て
を
し
な
が
ら
介
護

も
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

た
め
、
慢
性
的
な
疲
労
に
さ

い
な
ま
れ
て
い
る
方
が
増
え

て
い
る
。

　

ま
た
、
子
育
て
費
用
の
ほ

か
に
介
護
費
用
も
負
担
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ

る
た
め
、
経
済
的
負
担
が
重

く
な
り
、
生
活
困
窮
に
陥
る

リ
ス
ク
要
因
と
も
な
り
得
る
。

　

こ
う
し
た
ダ
ブ
ル
ケ
ア
の

問
題
に
、
ど
の
よ
う
に
対
応

す
る
つ
も
り
か
。

　

当
町
で
は
、
ダ
ブ
ル
ケ
ア

で
深
刻
な
状
況
と
な
る
ケ
ー

ス
が
あ
っ
た
と
の
報
告
は
受

け
て
い
な
い
。

　

現
在
、
社
会
福
祉
課
で
は

子
育
て
や
介
護
の
ほ
か
、
障

害
サ
ー
ビ
ス
な
ど
状
況
に
応

じ
た
総
合
的
な
相
談
支
援
に

努
め
て
い
る
。

　

ダ
ブ
ル
ケ
ア
問
題
に
は
、

今
後
身
近
で
気
軽
に
相
談
で

き
る
窓
口
の
設
置
や
子
育
て

・
介
護
を
地
域
全
体
で
支
え

る
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

竹
内 

議
員

　

経
済
的
理
由
に
よ
っ
て
就

学
が
困
難
な
児
童
生
徒
の
保

護
者
に
対
し
、
就
学
援
助
が

行
わ
れ
て
い
る
。

　

当
町
に
お
け
る
平
成
27
年

度
末
の
受
給
状
況
は
、
児
童

１
９
４
人
、
生
徒
１
２
４
人

と
な
っ
て
お
り
、
受
給
率
は

そ
れ
ぞ
れ
、
８
・
４
％
、
10

・
１
％
で
あ
る
。

 

現
状
認
識
は

　
　

教
育
費
負
担
の
軽
減
を

 

推
進
す
る

就学援助竹
内 

議
員

　

経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学

が
困
難
な
児
童
生
徒
に
は
、

保
護
者
の
負
担
軽
減
の
た
め

に
、
就
学
援
助
制
度
の
利
用

を
含
め
た
教
育
費
負
担
の
軽

減
を
今
後
も
推
進
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
す
べ
て
の
児
童
生

徒
へ
の
学
力
の
保
障
と
豊
か

な
心
と
た
く
ま
し
い
体
を
育

む
教
育
活
動
の
充
実
に
努
め

る
。

　

福
祉
分
野
と
も
連
携
を
深

め
、
児
童
生
徒
へ
の
切
れ
目

の
な
い
支
援
を
充
実
さ
せ
て

い
き
た
い
。

ダブルケアへの
　　　　　対応を示せ

　総合的な相談支援に
　　　　　　　　　 努める

育
児
と
介
護

い
っ
ぱ
ん
質
問

吉
田 

教
育
長

　

学
校
生
活
を
送
る
上
で
家

庭
の
経
済
状
況
に
よ
る
不
利

が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
が
、

こ
の
よ
う
な
現
状
に
対
し
て

ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
か
。

小
倉 

町
民
福
祉
部
長

▶
元
気
に
登
校

�

（
井
上
小
学
校
）
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費用対効果は認められない
　導入の初期費用として約5000万円、毎年
負担金等が約400万円必要なことや、コンビ
ニへの手数料などがあり、費用対効果は認め
られない。
　現在、かほく市以南の県内10市町で実施
している広域行政窓口サービスや事前の連絡
で時間外の対応もしており、導入は考えてい
ない。

平成28年１月からサービスを開始
　マイナンバー制度導入に伴い、全国のコン
ビニエンスストアで、マイナンバーカード
（個人番号カード）を利用して各種証明書が
取得できるコンビニ交付サービスが平成28
年１月25日からスタートした。
　このサービスでは、住民票の写しや印鑑登
録証明書、戸籍謄抄本などが取得でき、５月
現在で１か月当たり25～30人が利用してい
る。

答　弁

その後

安心、安全な道づくりに努める
　街中には学校、駅、病院などの公共施設も
あり、歩道の安全性、快適性は必要と認識し
ている。
　指摘されている道は車道と歩道に段差があ
る形式で整備され、改修には街中としての課
題や多額の工事費も必要となる。
　今後は、セミフラット形式の歩道形態も視
野に、高齢者や子どもたちの安心、安全な道
づくりに努める。

順次整備を進めている
　加賀爪地内をはじめ、舗装修繕にあわせて、
車道と宅地の乗り入れ部に段差がある道路を、
緩めの勾配でスムーズになるよう改良工事を
進めている。
　今後も順次、バリアフリー化に向け整備し
ていく。

答　弁

その後

▲街中も安心して歩けるよ

街中の歩道整備を急げ
平成26年12月会議　塩谷道子議員

　街中では平成12年以前につくられた歩道
が多く、段差もある。手押し車を押す高齢者
には危険も伴うことから、歩道の整備は急務
である。
　安心な歩道の早期整備に取り組め。

コンビニでの証明書交付を実現せよ
平成24年９月会議　道下政博議員

　証明書のコンビニ交付は自治体の窓口が開
いていない日や時間帯でも証明書を取得する
ことができる。住民が必要なときに都合のい
い場所、町外にある店舗でもサービスを受け
られる。
　自治体にとっては住民サービスを向上させ
るほか、窓口業務負担の軽減などコスト削減
効果にもつながる施策であり、住基カードの
多目的利用とあわせて積極的な取り組みを提
案する。

追跡追跡 あの質問のゆくえあの質問のゆくえあの質問のゆくえ
　これまでに行われた質問や提言がどう取り
組まれたか、２項目を選びレポートする。

スマホで議会だよりを

App StoreまたはGoogle Playから
ダウンロードしてください。
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表 

紙 

の 

題 

字 

は

　

現
在
、
ピ
エ
ロ
つ
ば
た
ク

ラ
ブ
で
は
、
小
学
生
～
中
学

生
26
名
が
楽
し
く
ト
ラ
ン
ポ

リ
ン
を
跳
ん
で
い
ま
す
。
ク

ラ
ブ
を
結
成
し
て
か
ら
１
年

ほ
ど
で
す
が
、
高
く
き
れ
い

に
宙
返
り
で
き
る
こ
と
を
目

標
に
練
習
し
て
い
ま
す
。

　

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
は
難
易
度

に
よ
っ
て
Ｈ
・
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ

ク
ラ
ス
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、

私
た
ち
は
主
に
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ

ク
ラ
ス
で
の
大
会
参
加
に
燃

え
て
い
ま
す
。
７
月
に
は
大

会
が
２
回
も
あ
り
、
現
在
猛

練
習
中
で
す
。

　

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競
技
の
目

的
は
、
台
の
上
で
ど
こ
ま
で

自
分
を
表
現
で
き
る
か
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
は
強
い
精

神
力
が
必
要
で
す
。
姿
勢
を

真
っ
す
ぐ
に
し
、
空
中
で
自

分
の
身
体
を
操
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
ど
ん

な
ス
ポ
ー
ツ
に
も
役
に
立
つ

と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
土
曜
日
に
体
験
も

で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
跳
び

に
来
て
く
だ
さ
い
。
老
年
若

者
誰
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

◆
練
習
場
所
と
時
間

　

☆
総
合
体
育
館

　
　

木
曜　

19
時
～
21
時

　
　

土
曜　

17
時

�

～
19
時
30
分

　

☆
条
南
小
学
校
体
育
館

　
　

月
曜　

18
時
～
20
時

　
　

金
曜　

18
時
30
分

�

～
20
時

◆
連
絡
先

　

☎
０
９
０

－

７
０
８
０

�

－

４
５
９
７
（
稲
田
）

 

高
く
ジ
ャ
ン
プ
！

代
表　

稲い
な

田だ　

留る

み

こ
美
子　

　

あ
　
と
　
が
　
き

　

い
つ
も
分
か
り
や
す
く
、
町
民

の
皆
さ
ま
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け

る
紙
面
づ
く
り
に
挑
戦
し
て
い
る

の
で
す
が
、
「
表
紙
は
ほ
の
ぼ
の
、

い
い
感
じ
。
で
も
、
ペ
ー
ジ
を
開

く
と
文
字
と
数
字
が
び
っ
し
り
。

最
後
ま
で
読
む
の
は
つ
ら
い
ね
」

と
い
う
声
が
ま
だ
ま
だ
多
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ま
の
忌き

憚た
ん

の

な
い
ご
意
見
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、

一
人
で
も
多
く
議
会
だ
よ
り
フ
ァ

ン
が
増
え
て
い
く
こ
と
を
願
い
、

さ
ら
に
挑
戦
し
て
ま
い
り
ま
す
。

�

（
井
上
）

　

編
集
委
員
長�

塩
谷　

道
子

　
　

副
委
員
長�

荒
井　
　

克

　
　

委　
　

員�

竹
内　

竜
也

�

井
上
新
太
郎

�

八
十
嶋
孝
司

�

森
山　

時
夫

太
白
台
小
学
校
５
年

　

大お
お
ま
つ松　

心こ

博は
く

さ
ん
の
作
品
で
す
。

　

津
幡
町
は
、
自
然

豊
か
で
心
も
体
も
い

や
し
て
く
れ
る
ス
ポ

ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

私
は
こ
ん
な
津
幡

町
が
大
好
き
で
す
。

津幡町HP携帯版

　川尻区にある医師神
社には、その名のとお
り、神社にまつわる伝
説が残っています。
　今から400年ほど昔、
川尻地区に疫病が流行
して、村人が次々と死
んでいきました。ある
とき、信心深い徳右衛
門が田を耕していると、
鍬
くわ

の先に血が付いてき
ました。不思議に思っ
て鍬の当たったところを掘り起こすと、木コロの化石
が現れ、血が流れ出ていました。驚いた徳右衛門はそ
の木コロを持ち帰り、村人とともに朝夕礼拝したとこ
ろ、疫病がたちまち収まりました。それで祠

ほこら

を建て、
区の氏神様として祀

まつ

ったのです。

ディスカバー　つばた⑯
このコラムは、町内の名所・伝承を紹介します。

～医
くす

師
し

神社（川尻）～


